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１ 
 

宇都宮都市計画特別用途地区の変更（宇都宮市決定） 

 

都市計画特別用途地区を次のように変更する。 

 

種    類 面    積 備    考 

問屋町特別業務地区 

 

約 ２５．７ｈａ 

 

建築物の建築の制限は，「宇

都宮市特別用途地区建築条

例」による。 

 

（地区の区分） 

卸商業団地 18.9ha 

繊維卸団地  6.8ha 

栃木県総合運動公園 

スポーツ・レクリエーション地区 

 

 約 ７１．１ｈａ 

 

 

 

 

建築物の建築の制限の緩和

は，「宇都宮市特別用途地区

建築制限緩和条例」による。 

 

（建築物の制限の緩和） 

１ 観覧場（運動施設に附帯

するものに限る。） 

２ 公園施設（都市公園法

（昭和３１年法律第７９

号）第２条第２項に規定す

るものをいう。） 

 

（地区の区分） 

 Ａゾーン 54.3ha 

 Ｂゾーン  6.6ha 

 Ｃゾーン  6.2ha 

 Ｄゾーン  4.0ha 

栃木県「文化と知」の創造拠点地区 

 

 約  ３．３ｈａ 

 

建築物の建築の制限の緩和

は，「宇都宮市特別用途地区

建築制限緩和条例」による。 

 

（建築物の制限の緩和） 

１ 美術館 

２ 集会場 

合    計  約１００．１ｈａ  

「位置及び区域は計画図表示のとおり」 

 

理 由   

周辺地域の住環境に調和した観光・レクリエーション拠点の形成を図るため，本案のとおり特

別用途地区を変更するものである。 

 

 

 

 

 



２ 
 

宇都宮都市計画特別用途地区 

 

変 更 対 照 表 

変更後 

種    類 面    積 備    考 

問屋町特別業務地区 

 

約 ２５．７ｈａ 

 

建築物の建築の制限は，「宇

都宮市特別用途地区建築条

例」による。 

 

（地区の区分） 

卸商業団地 18.9ha 

繊維卸団地  6.8ha 

栃木県総合運動公園 

スポーツ・レクリエーション地区 

 

 約 ７１．１ｈａ 

 

 

 

 

建築物の建築の制限の緩和

は，「宇都宮市特別用途地区

建築制限緩和条例」による。 

 

（建築物の制限の緩和） 

１ 観覧場（運動施設に附帯

するものに限る。） 

２ 公園施設（都市公園法

（昭和３１年法律第７９

号）第２条第２項に規定す

るものをいう。） 

 

（地区の区分） 

 Ａゾーン 54.3ha 

 Ｂゾーン  6.6ha 

 Ｃゾーン  6.2ha 

 Ｄゾーン  4.0ha 

栃木県「文化と知」の創造拠点地区 

 

 約  ３．３ｈａ 建築物の建築の制限の緩和

は，「宇都宮市特別用途地区

建築制限緩和条例」による。 

 

（建築物の制限の緩和） 

１ 美術館 

２ 集会場 

合    計  約１００．１ｈａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 
 

 

 

 

変更前 

種    類 面    積 備    考 

問屋町特別業務地区 

 

約 ２５．７ｈａ 

 

建築物の建築の制限は，「宇

都宮市特別用途地区建築条

例」による。 

 

（地区の区分） 

卸商業団地 18.9ha 

繊維卸団地  6.8ha  

栃木県総合運動公園 

スポーツ・レクリエーション地区 

 

約 ７１．１ｈａ 建築物の建築の制限の緩和

は，「宇都宮市特別用途地区

建築制限緩和条例」による。 

 

（建築物の制限の緩和） 

１ 観覧場（運動施設に附帯

するものに限る。） 

２ 公園施設（都市公園法

（昭和３１年法律第７９

号）第２条第２項に規定す

るものをいう。） 

 

（地区の区分） 

 Ａゾーン 54.3ha 

 Ｂゾーン  6.6ha 

 Ｃゾーン  6.2ha 

 Ｄゾーン  4.0ha 

合    計 約 ９６．８ｈａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 

 

 

理由書 

 

１．種類・名称 

  宇都宮都市計画特別用途地区の変更 

  栃木県「文化と知」の創造拠点地区 

 

２．理由 

  当該地区は，宇都宮市中央地域に位置しており，国道１１９号に近接している。現在の用途地

域は第一種住居地域及び第二種住居地域であり，周辺には住宅のほか医療施設や教育施設が集積

している。 

  従前の当該地区には，昭和 40 年に開館した栃木県体育館が立地しており，昭和 55年の栃の葉

国体の会場として利用されたほか，コンサートや学校の卒業式の会場としても利用されるなど，

県民スポーツや県民文化の普及促進の一翼を担い多くの県民に親しまれてきたが，建物の老朽化

に伴い，令和３年度に廃止され，翌年に解体された。当該地区の現況は更地であり，栃木県が県

有地として管理を継続している。 

そのような中，栃木県立美術館，図書館及び文書館は，県民の学びや創造を支える重要な役割

を担うものと位置付けられている県施設であるが，建物や設備の老朽化の進行や収蔵能力の確保

など機能面での課題も生じていることから，県において再整備を行うこととし，その整備地の選

定に当たっては，県内各地からの様々な交通手段によるアクセス性に優れ，中心市街地からも近

く，県の文化振興の中核として相応しい場所であることや，県有財産の有効活用の観点から，当

該地区に整備する方針が決定された。 

さらに，県においては，当該地区を新たな「文化と知」の創造等を通じて地域を支える人づく

りに寄与し，地域活性化にもつながる拠点として整備するため，「宇都宮都市計画区域の整備，

開発及び保全の方針」の改定（令和８年３月３１日）に当たり，当該地区を「観光・レクリエー

ション拠点地区」として新たに位置付け，地域資源を生かして広域的な観光の集客や多様な余暇

活動を支える場として魅力向上を図り，将来にわたり県民の学びや創造の場として利用されるよ

う豊かな環境を整備・確保するとともに，周辺地域の住環境と調和した整備を進めていく方針を

示している。 

 本市においても，「宇都宮市都市計画マスタープラン」において，教育文化施設については，

利用者の利便性や関連施設，ＮＣＣのまちづくりとの連携に配慮して配置する方針を示している

ところであり，当該地区は公共交通によるアクセスが容易で交通利便性が高い地域に位置してい

ることから，本件都市計画の変更は上位計画と整合が図られている。 

このようなことから，第一種住居地域において美術館及び集会場を含む栃木県「文化と知」

の創造拠点を整備するに当たり，美術館及び集会場が建築できるよう，一部建築物の用途制限

を緩和する特別用途地区として，宇都宮都市計画特別用途地区の変更を行うものである。 
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